
鶴は、2017年11月に創業し、ジュエリー
製造販売とアパレルOEM事業を営んでい
る企業だ。主軸事業はジュエリーの製造販
売であり、2018年11月にオーダーメイド
ジュエリーブランド「鶴（みこと）」のアトリ
エを代官山にオープン。新型コロナウイルス
感染症の影響を大きく受けた業界の中でも、
同社は着実に成長を遂げ、4年目を迎える
現在では、銀座店、横浜店を合わせた計3店
舗を運営している。
取扱商品は、結婚指輪や婚約指輪といっ
たブライダルジュエリーが中心。ブライダ
ルジュエリーの業界リーダーは海外のラグ
ジュアリーブランドだが、そのほとんどが
ショーケースに商品を陳列した従来型の販
売モデルである。同社では「オリジナリティ
や体験に価値を見出す現代では、従来型の
販売方法はマッチしない」との考えから、同
社の店舗にはショーケースを置かず、お客
様のペースでゆっくり指輪選びができるよ

う、カフェのように開放感があり落ち着い
た空間を提供している。
100種類以上のサンプルリングをベースに、

「色・デザイン・加工・ダイヤモンド・刻印」な
どを組み合わせた50,000通りを超えるセミ
オーダー」や、「ゼロからデザインを考え制作
するフルオーダー」まで、お客様一人ひとり
の個性が詰まった指輪がカタチになるよう、
日本国内で職人が一つひとつ制作している。
お客様にご満足いただける完成度の高い
指輪を作ることはもちろん、指輪を選ぶ、デ
ザインを考える体験が、お客様にとって最
高の想い出となるよう、これからも素敵な
指輪作りを提供していく。

鶴
みこと

おしゃれで被らない日本製の
オーダーメイドジュエリー
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版三は、浮世絵の基礎となる彫・摺の伝
統技術を守りつつ、新しい挑戦を続けるこ
とで、今までに見たことがないような「浮世
絵木版画」を制作する企業だ。
浮世絵は、世界で初めての多色摺りと言
われる印刷技法である。江戸時代に、庶民
の生活を描いたことで始まり、18世紀に多
色摺りなどの木版画技術の向上によって、
江戸の人々の間で大衆向けの読物が大流
行した。浮世絵の浮世とは「現実」「現代風」
という意味で、当時の風俗を描いたり、文化
的な役割も担いつつ、大衆のメディアとして
愛されてきた。
また、日本独自の木版画は、絵師・彫師・
摺師の三位一体の協力体制から生まれる
伝統文化・技術の結晶であり、その卓越し
た技法・技術は、職人によって、現在まで伝
承されてきた。
同社は、こうした技術を有する浮世絵木
版画の職人の高齢化、業界の衰退を危惧

し、現代の浮世絵の姿を模索している。世
界で評価されている日本のアニメやマン
ガに着目し、「ドラえもん」、「攻殻機動隊」、
「NARUTO－ナルト－」等のアニメ・マンガ
や「スター・ウォーズ」等の世界的な映画とも
コラボレーションした浮世絵制作を実現。
そして、「さまざまな日本伝統工芸と浮世
絵を組み合わせながら、日本文化の素晴らし
さを発信し続けていく」ことを目指している。
また、現在は新しい取組みの一つとして、
企業の宣伝広告の浮世絵制作や、店舗の
内装に和の装飾を施す提案等を行っており、
さまざまな企業や店舗等からの依頼に対応
している。

入村螺子製作所は、螺子製造や精密部品
加工製造を手掛ける創業72年の町工場だ。
同社が取扱う材料は、真鍮、ステンレス、ア
ルミ、樹脂等多岐にわたり、それらを素材に
プリンタ用パーツや光学部品、電磁弁の部
品等の精密加工を行っている。
近年、製造業界では、精密加工部品の仕
入れは、海外調達が主流となっていたが、新
型コロナウイルス感染症の流行等によって、
サプライチェーンを見直し、調達先を国内に
戻す企業が増加しており、同社の技術が活
きる機会が増えている。
同社には現在7名の従業員が勤務しており、
精密部品加工のみならず、鉄道模型のパー
ツ（車輪、車軸、軸受、ピストン）製造等、精度
が求められる加工に幅広く対応できるため、
取引先から高い評価を得ている。また、設備
面においても複合NC旋盤シチズンCincom 
A-32、Miyano BNA42等のNC旋盤を12台
備えており、同社の職人による創業以来磨き

上げてきた熟練の技術や経験に基づく少量
多品種の特殊加工から大量生産受注まで対
応可能なことが同社の強みである。
「現在、激動する世界情勢のなかでも、長
年培われた当社の製造業としての技術を絶
やさず、お客様からの期待を上回る出来栄
えを目指して、社員一同一丸となってこの世
界的ピンチを乗り越えていきます！」と入村
代表は熱く語る。
同社は、品川区中延の工場が手狭となっ
たことから、2014年に大田区本羽田へ移転。
精密部品加工製造については、さまざまな
製品の製造に対応することができる同社ま
でお問い合わせしてみてはいかがだろうか。
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